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特定行為区分　区分名

● 受講可能な特定行為：7区分11行為
行為名

呼吸器（長期呼吸療法に
係るもの）関連1

2

3

4

5

6

7

①気管カニューレの交換

⑧インスリンの投与量の調整

ろう孔管理関連 ②胃ろうカテーテル若しくは腸ろうカテーテル又は
胃ろうボタンの交換

創傷管理関連

栄養及び水分管理に係る
薬剤投与関連

感染に係る薬剤投与関連

血糖コントロールに係る
薬剤投与関連

精神及び神経症状に係る
薬剤投与関連

● 3つのポイント

③褥瘡又は慢性創傷の治療における血流のない壊死組織
の除去

④創傷に対する陰圧閉鎖療法

⑤脱水症状に対する輸液による補正
⑥持続点滴中の高カロリー輸液の投与量の調整

⑨抗けいれん剤の臨時の投与　⑩抗精神病薬の臨時の投与
⑪抗不安薬の臨時の投与

⑦感染徴候がある者に対する薬剤の臨時の投与

Master1
特定行為研修科目
・共通科目（オンデマンド）
・NP教育科目

前期   NP活動同行実習

Master2
特定行為研修科目
・区分別科目
・NP教育科目

NP資格認定試験
（日本NP教育大学院協議会）

前期 統合演習
後期 臨地実習

修士学位
《プライマリケア看護学》

＋
NP

Nurse Practitioner
診療看護師

通年 課題研究／論文作成　特定行為7区分11行為を修得

1 病院・在宅でも活かせる、「生活」を基盤とした高度看護実践
2 11の特定行為に加え、高度創傷管理（選択）を強化
3 働きながら修士学位とNP認定資格の取得を目指すことが可能

　プライマリケア看護学領域は、五反田キャンパスで初めてNP（診療看護師）を養成する大学院として令和5年4月に開設
いたしました。五反田キャンパスでは、できるだけ臨床に身を置きながら学べる環境の提供と支援を第一に考えています。
オンデマンド授業や遠隔教育をできる限り取り入れ、遠方の方も働きながら受講できる工夫をしています。
　さて、これからの日本は少子高齢化社会の課題がさらに増大していきます。病院から在宅、老人施設など、あらゆる場に
医療を必要とする方が増えることでしょう。この人々の苦痛や重症化を予防していくには職種を超えたタイムリーな対応が
求められます。病態判断力を強化し、高度な臨床実践能力を発揮できる看護師をあらゆる場に配置することが必須となり
ます。本領域ではこうした日本の医療が変革する中、これまで積み上げてきた看護の叡智を軸に、プライマリケアと医学の
知識を合わせ、医療と生活の両面から人々を支えるプライマリケア看護NP（診療看護師）として、活躍できる人材育成を目
指しています。また、本領域の特徴として特定行為7区分１１行為に加え「高度創傷管理」の選択科目を準備し、日本で最も
創傷管理に強いプライマリケアNPの育成に力を入れていきます。多くの受験生の応募を心からお待ちしています。

教授

溝上  祐子

私は急性期病院で、皮膚・排泄ケア特定・認定看護師、部
署の管理者として勤務しておりますが、医学的な視点、研究
的視点でケアを捉え、理論と実践を繋げることが不足してい
ると感じ、この大学院に進学しました。働きながらでしたので
辛いこともありましたが、先生方の手厚いご指導の下、院生み
んなで助け合いながら、診療看護師としての思考・実践を学
ぶことができました。そして、診療看護師としてだけではな
く、私が看護師としてどうあるべきなのかを今一度見つめ直
し、学ぶこともできました。ここでの学びを活かして今後はさ
らに、患者さん・ご家族に安全に安心してもらえるケアを提供
していく、そしてスタッフに対し根拠を持って指導していきた
いと思います。

プライマリケア看護学
修士課程
2024 年度修了生

近藤  晃代
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養
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報
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医療保健・管理概論

学術コミュニケーション特論

研究方法特論Ⅰ【研究リテラシー】

研究方法特論Ⅱ【量的研究方法論】

研究方法特論Ⅲ【統計解析実践論】

研究方法特論Ⅳ【質的研究方法論】

臨床教育方法特論

医療薬学特論

死生学概論

研究演習Ⅰ

研究演習Ⅱ

看護マネジメント特論Ⅰ【経営組織論】

看護マネジメント特論Ⅱ【経営戦略論】

看護マネジメント特論Ⅲ【人材育成・活用論】

看護マネジメント特論Ⅳ【医療の質保証】

看護政策論 （※隔年開講）

ダイバーシティマネジメント論 （※隔年開講）

看護マネジメント研究演習【質的研究】

生体の消化・防御機能特論

人間栄養学特論

臨床栄養学特論

臨床栄養学演習

ニュートリションサポートチーム特論

ヘルスインフォマティクス特論Ⅰ【臨床情報処理論】

ヘルスインフォマティクス特論Ⅱ【医療保健情報システム論】

ヘルスインフォマティクス特論Ⅲ【医療経営構想論】

ヘルスインフォマティクス特論Ⅳ【医療知識処理論】

ヘルスインフォマティクス特論Ⅴ【薬剤情報特論】

実践感染制御学Ⅰ【感染制御マネジメント論】

実践感染制御学Ⅱ【医療機器・消毒薬等の管理論】

臨床微生物学特論

医療機器学特論

周手術医療安全管理学特論

感染制御学総論

感染制御学輪講

微生物学総論

感染制御学研究特論Ⅰ

感染制御学研究特論Ⅱ

感染制御学研究特論Ⅲ

感染制御学研究特論Ⅳ

科目名区分

必修

看護実践開発特論Ⅰ【看護実践構築論】

看護実践開発特論Ⅱ【対象看護開発論】

看護実践開発特論Ⅲ【広域ケア開発論】

看護実践開発特論Ⅳ【看護実践発信論】

看護実践研究方法論

保健医療・福祉システム特論

死生学入門

プライマリケア看護実践特論Ⅰ

プライマリケア看護実践特論Ⅱ

人体構造・機能学特論

統合臨床病態生理学・疾病概論

プライマリケア疾病特論

プライマリケア症候特論

臨床薬理学特論Ⅰ

臨床薬理学特論Ⅱ

フィジカルアセスメント特論

包括的健康アセスメント特論

フィジカルアセスメント応用演習

臨床推論

統合医療安全・特定行為実践特論

特定行為共通科目統合演習

プライマリケア看護実践Ⅰ【呼吸器関連・血糖ｺﾝﾄﾛｰﾙ関連】

プライマリケア看護実践Ⅱ【ろう孔管理関連】

プライマリケア看護実践Ⅲ【創傷管理関連】

プライマリケア看護実践Ⅳ【栄養及び水分管理に係る薬剤投与関連】

プライマリケア看護実践Ⅴ【感染に係る薬剤投与関連】

プライマリケア看護実践Ⅵ【精神及び神経症状に係る薬剤投与関連】

統合演習

NP活動同行実習

臨地実習

課題研究Ⅰ

課題研究Ⅱ

プライマリケア看護実践Ⅶ【高度実践創傷管理】

必修
助
産
学

臨床助産学特論

臨床助産学演習

助産学教育特論

助産学教育演習

助産学特論Ⅰ【ウィメンズヘルス】

助産学特論Ⅱ【母子保健活動論】

選択

看護マネジメント学・看護実践開発学・
助産学・感染制御学・周手術医療安全学・
滅菌供給管理学・医療栄養学・医療保健情報学

プライマリケア看護学
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2
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2
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2
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1・2年

1・2年

1・2年

1・2年

1・2年

1・2年

1・2年

1・2年

1・2年

1年

2年

1・2年

1・2年

1・2年

1・2年

1・2年

1・2年

1・2年

1・2年

1・2年

1・2年

1・2年

1・2年

1・2年

1・2年

1・2年

1・2年

1・2年

1・2年

1年
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1年
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修了要件
単位数 領域

専門領域
必修科目 

総合領域
研究
演習 合計選択

科目

看護マネジメント学

看護実践開発学

助産学

感染制御学・周手術医療安全学・滅菌供給管理学

医療栄養学

医療保健情報学

プライマリケア看護学

30単位以上

55単位以上

4

4

12

13

4

4

10

10

2

1

10

10

－

8 8
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55

開講年次単位
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1年
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1年

1年

1年

1年

1年

1年
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1年
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1年

2年
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2040年には少子高齢社会の課題がさらに増大し、労働人口は減少するにもかかわらず、医療ニーズの高い高齢者の数は現在と変わらないと想定されていま

す。医療施設から在宅等を含むあらゆる場に医療ニーズを持つ人々が増加していきます。この人々の病態変化にタイムリーに応えていくためには、医療安全に配

慮し、病態判断力を強化し、高度な臨床実践能力を発揮できる看護師の育成が必要となります。本領域ではこれまで積み上げてきた看護の叡智を軸に、プライ

マリケアと医学の知識を合わせ、医療と生活の両面から人々を支えるプライマリケア看護NP（診療看護師）として、活躍できる人材育成を目指しています。

プライマリケア看護学
（令和5年4月設置）／修士課程
在宅等を含むあらゆる場で医療ニーズを持つ人々にタイムリーに応えていくために、高度な臨床実践能力を発揮するプライマリケア看護
NP（診療看護師）の人材育成

修了生メッセージ

※太字は特定行為科目

東京医療保健大学 医療保健学研究科（修士課程）カリキュラム

修了要件単位数

領
域
紹
介
／
修
士
課
程

看護マネジメント学、看護実践開発学、助産学、感染制御学、周手術
医療安全学、滅菌供給管理学、医療栄養学、医療保健情報学の8領域
は、所属領域以外の他専門領域科目（プライマリケア看護学領域以
外）を履修することが可能です。

プライマリケア看護学領域は、総合領域科目および所属領域以外の他
専門領域科目を履修することが可能です。


